




資料１　別添

試験項目 試験方法 試験結果 適否

外殻構造試験 内規試験方法（※１）のとおり
内部の火薬類が容易に取り出せな
い構造である。

適

通常点火試験
内規試験方法のとおり
（サンプル数：６）

作動に伴い表示棒の移動はあった
が、試験後、外殻の破損・飛散物
はなかった。
周囲に被害を与えるような残ガス
は発生していない。

適

加熱試験 －

振動試験 －

落下試験 －

伝火（爆）試験 －

外部火災試験
内規試験方法のとおり
（サンプル数：２対（４個）

飛散物は発生しなかった。 適

電力ヒューズ（表示機能を有するもの）の
安全性に関する試験方法とその判定結果等について

※１：「内規試験方法」とは、「適用除外火工品審査実施要領（内規）」に規定する「火工品の安全性評価基
準」の試験方法をいう。

※２：通常点火試験において、供試火工品のすべてについて、外殻の破損・供試火工品の飛翔がなく、か
つ、外部に燃焼ガスが発生しないことが確認できたとともに、作動に伴い表示棒の移動はあったが、当該機
能が周囲に被害を与えず、当該火工品の通常の取扱い状況において安全上の問題がないことが確認でき
たことから、加熱試験、振動試験、落下試験及び伝火（爆）試験を省略する。
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